
福 島 奨 平 さ ん

平成22年3月修了／教育委員会（小学校教諭・社会教育士)

大学は

バレーボール一色

---福島さんが兵教を卒業したのは、今から12

年前。大学時代は、バレーボール部に所属。

大学時代の思い出は？

思い出してもバレーボールをしていた印象しか

ないですね（笑）。

世に出せないような出来事…昔は卒業式のお祝

いを講堂のところで盛大にやっていました。部

活動ごとに出し物があり、バレー部はビールか

けをしていました。先輩にぴゃーっとビールを
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かけて。でも毎年ビールかけだと面白くないと

言って、ある年にはみんなでパイ投げをした時

がありました。テレビで見るようなパイ投げで

す。今は絶対してないと思います。その卒業式

までにみんなで泡立ててパイを作ってたくさん

準備しました。それを先輩に投げる。つるつる

滑りながら。場所は、横の広場でしていました。

その後の掃除もすごく大変でしたけど、やって

みていろいろ分かることが多かったです。実際

しっかり掃除をしたので、支援課からも怒られ

てないです。そんなことばっかりしてました

(笑)。でも、そんなことは教師になったらでき

ないじゃないですか。それもすごく楽しかった

です。

現在、教育委員会で働く福島さん。

加東市生涯学習サポーターとして活動しているみなさんには、とても馴染みのある方です。
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10年の教師生活、

辞めようと思ったことは…

教師になりたてのときは、授業がうまくいかな

かったりとか、トラブルを解決するのに苦労し

たりとか、そういう時にすごく悩んだ経験はあ

りました。また、勤務年数を重ねるごとに、自

分の仕事量がすごく多くなり、結局ずっとパソ

コンに向かって事務仕事をやっている時に、

「これって教師の仕事なんかな」と感じたとき

があります。これがやりたかったことなのかな

とか、教師には向いていないのかなとか、辞め

たいなという気持ちに“ぽろっと”なったことも

あります。1年目は周りの先輩の先生も手厚く

みてくれるんですけど、2年目以降は、もう1

人前という風に見られるんですけど、経験を積

んでもなかなかうまくいかへんなぁとか、どう

しようとか思うことも多いんです。けど結局は

何とかなるというか、本当に辞めるとはなって

いないので、何とかなったのかなと思ってます。

---その時、何かをして乗り越えたんですか？

それとも自然と時間と共に？

結局自分のことがうまくいかなくても、子ども

のことで悩んでいてもベテランの先生や周りの

先生方に相談したら助けてくれました。仕事が

終わらず学校に残っていたとき、一緒に働いて

いる他の先生も残っていて、楽しい話もしまし

た。職場の先生と話したり、悩みを相談したり

---幼少期はとてもおとなしく、とんでもなく

人見知りだと言う福島さん。

なぜ、そんな福島さんが学校の先生を目指した

のですか？

教師になりたいと思ったのは、子どもが好きな

のはもちろんですが、大人と喋るのが苦手だと

いう理由もありました。教師になったら子ども

相手だから、子どもなら喋れるなと思ってなっ

たんですけど…。でも結局、教師になっても大

人と喋る機会はとてもありまして。例えば家庭

訪問、保護者会、会議など、他の先生もみんな

大人だし、だから現実は思っていたのとは違う

なと思いました（笑）。大人相手に話をすると

きは、とても緊張していました。

今も変わらずずっと人見知りです。例えば、初

対面でボランティアの学生を迎えに行くと、逆

にその沈黙に耐えられなくて。その沈黙を破り

たいから自分から喋ってしまう。自分から居り

やすい空間を作るために、喋ったり、笑顔だっ

たり、そういうことをしているのかなぁと思う。

今でも学生さんを送迎するときにドキドキして

います。今日はどんな子なんかなぁとか。何喋

ろうかなぁとか。
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極度な人見知りだから教師に
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と、そんな日を過ごしていたらしんどくても何

とか乗り切れた感じがありました。結局教師は、

1年1年ごとに学年、クラスが変わるので、去

年ここがうまくいかなかったなとか、去年上手

くいかなかった“ここ”を変えてみようとか、関

わり方変えてみようとかを考えて次のスタート

が切れるので、前向きに考えてそこまで引きず

ることはなかったです。それが多分自分にとっ

てはよかったところじゃないのかなと思います。

子どもと接するとき、

大事にしていること

笑顔を何よりも大事にしたいなぁと思っていま

す。

嫌なことがあっても、前の日しんどかったなぁ

と思っていても、子どもの前に立つときには、

笑顔でいることを心がけようと思っています。

結局教師という仕事は人との関係だと思うので、

むすーっとしていたりしていると、愛想のない

人のところには誰も寄ってこないと思います。

基本笑顔で関わりやすい雰囲気を持ちながら、

子どもであろうと大人であろうと関わろうとし

ています。でも特に意識してなくても、ずっと

笑っているらしいです（笑）。一回子どもから

怒ってる時も「ニヤニヤしてるな」と言われた

ことがあります。子どもらに「先生を一言で言

えば」というと、また同じように「いつもニヤ

ニヤしている」と言われたので、もう少し言い

方を「いつも笑顔が素敵やね」とかに変えてく

れないかなと言いました。それぐらいずっと

笑っている印象があるみたいです。

嬉しかったこと・感動した

こと、そしてやりがい

---教師生活で嬉しかったこと、感動したこと

は？

学年が終わるときや何か学校行事、イベントや

嬉しいことがあったりすると、何かとすぐに泣

いてしまいます。

子どもからも「先生はすぐ泣く」と言われまし

た。例えば、卒業式の時とか、涙を期待して

「先生はいつ泣くん？」って聞いてきました。

教師って、いろんな感動的なことや嬉しいこと

がいっぱいあるんだなぁと思います。やりがい

がすごくある仕事ですね。

---やりがいは特にどういうところが？

応えてくれるところ。

一生懸命頑張ったことが成果になって返ってこ

ないこともあるけど、成果で見えて返ってくる

こともあるので、そういうときが嬉しい。単純

なことで言えば、運動会の練習があり、運動会

で頑張って優勝できたり、子どもたちも自分の

中で成長できたと作文に書いたりしていたら、
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子どもの成長が見られて良かったなと。子ども

と関わっていたら身近に分かるときもあるので。

---今後も教師を続けていきたい？

はい。離れれば離れるほど。

離れてみれば、教師に対する風当たりも厳しい

し、先生ってすごく大変だとつくづく感じます。

今の仕事をしていたら、自分のペースで仕事は

できるので、現場に戻った時、子どもと朝から

晩までずっと関わって気を張っている生活に戻

れるのか、また情報教育や英語の授業をしない

といけないとか、次々に新しいことが入ってく

るので、それに対応できるのかなという部分は

不安です。

でも不安もあるけれど、どこに行っても働くの

は大変だと思うので、そこにやりがいを見つけ

られるかどうかで続けられるか続けられないか

決まってくると思います。ただ、他にとんでも

なくやりがいのある働き口があったらそっちに

行くかもしれませんけど。宝くじが当って大金

持ちになるとか（笑）。

教育委員会で働いて、2年目。

外に出て見えてくるもの。

現在は教育委員会で仕事をさせてもらっている

ので、いろんな人とのつながりとか、地域の人

と関わることがとても多い。いつか現場に
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戻った時に、そんないろんな方とのつながりを

活かしていきたいなという気持ちがある。授業

の中で、こんな人に助けてもらいたいなぁとか、

この人とコラボレーションしてこんな授業した

いなぁとか、いろいろできると思うと今からそ

れがすごく楽しみ。

---外に出て見えるものがありましたか？

ありました。学校の中はどうしても閉鎖的と言

われることもあるので、ちょっと視点を変えて

みると、逆に地域で助けてくれそうな人はいっ

ぱいいるんだなということが分かりました。例

えば、この授業がうまくいかないなぁというと

きに、知識がないから調べようと思って調べる

けど、結局調べたことしか出てこない。いざ地

域に目を向けてみたら、その道のプロがいると

か。逆に、「呼んでくれたら、いくらでも喋る

よ」という人も。外に出てから、頼んだらなん

でもしてくれる人はいっぱいいるなと気づきま

した。外に出るまでは一切分からなかったです。

教師をしていて、地域の人と関わりのある人は

何となく学校のこと応援してくる人はいるなぁ

という印象なんですけど、子どもさんやお孫さ

んがいなくても、地域の学校を応援したいとい

う人がいっぱいおられます。経験や知識を持っ

ておられる方がいるのにそこと学校とのつなが

りがないので、学校からそういう方に依頼がで

きないし、地域の方からも自ら学校に「私は、

こんなことができるからと使ってもらえません

か」ということもなかなかないのが実状です。
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でも外に出て、こんな人と繋がる中で、こんな

すごい経験を持っている人とか、「何かあった

ら何でもするよ」という人が、たくさんおられ

るんだなぁと思ったので。僕は、そういう方と

学校を繋げたいし、それがこれからの自分の役

目だと思っています。

ボランティアを通して

学生たちと触れ合う中で

感じたこと

僕が学生の時よりも断然、ボランティアに参加

してくれる学生さんはすごく意識が高い。そも

そもボランティアに参加して、いろんな関わり

を持ちたいと思うことがすごい。やる気いっぱ

いの子がたくさんで、みんなしっかりしている。

地域子ども教室や小学生チャレンジスクールの

ボランティアは、学生さんの参加がなかったら

成り立たないのでありがたい。
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センパイから後輩へ

教師にとって大事なことって、結局“人間性”や

“人柄”なのかなと思う。僕自身がそれを一番感

じているので。この先生はいろんなこと知って

いるとか、いろんなこと教えてくれるなってい

うことが、勉強以外でもすごく大事だと。

何かトラブルが起こったときも、自分がある程

度何かしら経験値があったとしたら、人と関わ

るときは、こうやったらうまくいく、こういう

ことが経験としてあったら、いろんなことに対

応できるかなと。遊びでも旅行でもなんでも本

当にいろんなことを、経験しておくことが学生

さんには大事なのかなと。学生の時間があると

きにしかできないことを経験して欲しい。
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↑「小学生チャレンジスクール」で子どもたちと
（加東市ケーブルビジョンより）

↑赤松指導員のインタビューに答えていただきました


